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本稿は平成9 (1997）年5月2日（金）から同5日 （月）までの3泊4日間で、学生9名と
共に新築することができた木造I階建て建築物の試作に関する報告である。参加した学生は、
当時の金沢学院大学経営情報学部3年生の男子7名、 女子2名の学生に加えて、名古屋の魚津
社寺工務店に勤務する野口英一朗氏ならびに当時同大学助教授として在籍していた筆者の合計
11名である。このメンバーの他にも舞鶴市と京都府庁の関係者の協力を頂戴した。当該木造建
築物を建築した場所は、“赤煉瓦のまち”として近年にわかに脚光を浴びている京都府舞鶴市内
たいら ど がかど
の大字平 小字堂ヶ角1568番地1に位置する、東舞鶴湾の海岸に面した、敷地面積58坪余りの
極めて緩やかな南斜面である。
最初の発想、は、文科系の人材である経営情報学部経営情報学科および同学部産業情報学科に
学籍をおく学生たち自らの手で、健全な木造建築物を完成することが可能か否かを確かめる点
にあった。それに加えて将来、企業の経営陣に加わっていく青年たちが、ものづくりの現場に
直接参加して、実物をつくり上げた時の達成感を味わう経験は、きわめて大きな意味を持つと
考えたのである。このような問題意識は、今日の生涯学習社会においても共通する。つまり専
門外の人々が専門家等と一緒になって、本物に触れながら新鮮な発想、や手応えあふれる体験を
積み重ねることこそが、今後の生涯学習社会が目ざすべき方向である。以下、学生諸氏が今回
の試みにおいて見聞きし、手に入れることができた事項を中心に報告することとしたい。
建築物の構造計画
“建物”あるいは単に “建築”と言い表されているものは、正しくは 「建築物」と呼ばれ
ふ
る。建築物は土地に定着していて、壁あるいは柱を有し、さらに屋根が葺かれて、 室内空間を
構成する工作物である。したがって①足元 （靴を履き）基礎、②身体（服を着て）壁や柱、③
頭部（髪型や帽子）屋根、の3点がきちんと している必要がある。 一般的には建築物かと解釈
されがちなものであっても、正確には建築物でない構造体もある。例えば①を持たないものの
代表が犬小屋で、地上に置かれているだけの物体である。 逆に①と②はしっかりと大地に固定
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されているが、①だけがない工作物はダムや橋梁などの仲間で「土木構造物」 に含まれる。
また“建築” という用語は名詞と しての“建築物”ではなく 、「建築する」 という行為を示す
動詞的な意味に限って使うのが、より厳密な使用方法である。すなわち建築とは新築、増築、
改築、移転の4種類である。つまり“建築”は物（たてもの）ではなく、“建築する”というア
クション （建築工事）なのである。
ところで今回のように、工学技術を専門とする理科系の人材ではなく、 文科系学生たちの手
を中心として、しかも非常に短い限りある期日の聞に建築物を新築しよう とする場合には、あ
らゆる観点から判断して木造の建築物が最も有利である。その理由は木構造特有の迅速な組立
て手法と、木質材料ゆえの加工性の豊かさによる。木構造は鉄骨構造とともに、架構式ないし
は骨組式建築構造の範曙に含むことができる。架構式という構造方式は、木材や鉄骨材料とい
う一辺方向に長い形状を有する構造材料を用いて構築される。自重に比較して強度が高く 、し
かも細長い素材を構造体とする。それらを垂直方向に建てて柱とし、柱と柱の頭部を繋ぐよう
にして水平方向に長尺材を架け渡せば梁や桁になる。このようにして柱と梁に固まれた内部の
空間は、 すぐさま建築空間を構成する。
ところが鉄骨材は近代以降の工業国でなければ生産不可能であったし、砂漠地帯では良質な
木材を容易に入手することは、 今日でさえ困難で、ある。このため乾燥地帯にあっては、土や石
を主原料とする煉瓦や石材というブロック状の“かたま り材” を、下方から上部へ順に積み上
そせき
げて建築物を構成するほか手段がない。このように壁を主体とする組積式建築構造の特徴と
文化性に関しては、別の拙稿注I）を参照されたい。
以上のよ うな諸条件から総合的に判断して、図－ 1から図 3に示す間口2700mm（約9
けん ひら や かた
尺）×奥行7200mm（約4間）の南北方向に細長い平面形状を持つ、木造平屋（ 1階）建て片
なが はったて
流れ屋根の掘建式建築物を計画したO 片流れとは、一方向にのみ勾配を持つ傾斜面で構成さ
れている最も簡易な屋根形式である。図 1の平面図 （間取り図）は、建築物の規模と柱や壁
の位置を表している。 この図から出入口が2ヵ所で、室内全体が1室である点が理解されよ
はりぶせず
う。図－2は平面図の上部にあたる梁伏図で、柱頭部に架けi度される梁と、それら梁の上に
たつ小屋束を示す。なお同図には梁と小屋束だけでなく、東面の出入口上部を支える「まぐ
さ」をも図示している。「まぐさjという部材は、 建築物の窓や出入口の開口部上部が崩れ落ち
ないようにするため水平方向に架け渡された横架材である。この場合の「ま ぐさ」は木材であ
こやぷせず
るが、建築物によっては木材に限らず石材や鉄骨の場合もある。図－ 3小屋伏図は更にそれ
も や たるき
らの上方で、屋根の骨粗である母屋と母屋にのる垂木を表す。母屋は二重線で、垂木は単線
で示す。母屋の継ぎ手である腰掛け継ぎの位置には、模式的な表示を採用した。一本の部材の
端部を階段状（腰掛け）に加工して、その部分に他の部材を載せる継ぎ方が、腰掛け継ぎであ
る。腰掛け継ぎの継ぎ手は、 真上からは単なる直線状の継ぎ目になるが、図－3では母屋の側
面から見た姿を採用した。なおlから3の図は、いずれも左側方向が舞鶴湾の海辺である。
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木造建築物試作の工程
材料を工事現場に搬入する以前の準備（写真一l参照） である 「きざみ」は、 筆者が担当し
かくのみ
た。写真一2は電動鋸を用いて柱などを所定の長さに切断する工程である。写真一3は角撃
If'ん
盤で、柱や母屋材に 「ほぞ穴jをあける作業。ここまでが4月20日 （日）の様子である。 この
ばんづけ ぼくしょ
ようにして刻まれた部材の一部が、香付を墨書された小屋束である （写真一4参照）。 番付と
は平面図などに見られる「は 」ー ゃ「ろ二」などの文字で、それぞれの柱や束の位置を意味す
る符丁である。「きざみ」の工程は4月26日（土）の夜半までに全て終了した。翌27日（日）に
は野口氏の協力を得て、舞鶴湾岸の建築現場へ加工済部材を搬入した （写真一5）。
工事当日、現場での最初の仕事は、柱脚を焼いて表面を炭化 （写真一 6参照）させることで
あった。この処理によって地中に埋設された木部が腐るのを防止することができる。次の作業
が敷地内における建築物の位置を決定する行為で、 縄張り（写真一 7）と呼ばれる。具体的に
は建築物全体の場所を決めて、間口方向と奥行方向に縄を張っていく。縄と縄の交点が柱位置
ねぎ
になる。そして柱の位置に穴を掘る（写真 8）。 この掘削作業を根切りという。根切りを終
えると柱を建てる （「掘建てjの由来）のであるが、 西面を構成する全ての柱9本を仮に建て
てみた状態が写真－ 9である。次が各柱の周囲へ土を埋め戻す工程になる。だが、この段階で
は各柱のレベルがぱらつきを持つので、柱ごとに高さを一定に揃える必要がある。このレベル
みずもりかん
（水準） 出しの際、水盛管を使う。 水盛管とはバケツ状の缶の側面から透明なホースが出てい
る器具で、この缶の中に水を入れると管から水をこぼさない限り、ホースの届く範囲内でどこ
へ移動しでも水平な高さを知ることができるという原始的だが機動性の高い器具である。
あたまつな
柱を建てた後に、 頭繋ぎ（横架材）を取りつける。写真一10は西面の柱列で、この 「ぃ」
むね むなぎ
通りが屋根の最高部なので、その横架材は棟を構成する棟木である。西面を固めてから、北
側の妻面を組みたてた（写真 11参照）。開口部に取り付ける柱間装置、この場合は扉の製作
風景が写真一12と13である。建具製作と並行して、 梁と小屋束など建築物上部（小屋組）の構
築作業も続けた（写真一14、同15）。 以上の工程で構造体（骨粗）が完成する。最後に外壁と
屋根材を釘打ちして竣工した（写真一16）。なお構造体ではないが、外装材を取りつけるため
どうぷち
の下地となる木材は、柱や垂木に打ち付けられた胴縁という偏平小断面の角材である。
参加者の声
参加学生全員の体験記を掲載する。掲載順は経営情報学科 ・産業情報学科の順番とし、同一
学科内ではAからB・C・Dのクラス！｜買、同じクラスならば学生個人の名簿順に採録する。以
下、紙面が許す限り原文に忠実に掲げることとする。
［村尾直仁］
我が人生においてこの地へ行くことになるとは思いもよ らなかった。この合宿に行く前は舞
鶴は福井県にあるだろうと思っていたぐらいだ。水野ゼミの初めての遠出ということだったの
119 
写真一1 準備風景
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で参加することにしたが、 自分の車を出すのはちょっと嫌だ、った （自分の運転での長旅は初め
て）。とにかく、出発後どうにかこうにかして到着した。（中略）とりあえず、その日は床につ
いたのだ、が水野先生の後輩であるボート小屋づく りの助っ人の野口英一朗さんがまだ到着して
いないということをあまり気にかけていなかった。朝起きる と知らない人が大広間でいすを並
べて寝ていたO 数分後にそれが野口さんだと知ってぴ、っくりした。野口さんがそんなところで
寝ていた理由はいろいろあったら しい。 車が故障してレンタカーで来るはめになったり、途中
で警察に止められたり。
そしていよいよ小屋づくりが始まった。まずは柱の先を腐らせない為にたき火をして焼い
た。根切りする位置を決める縄張りという作業が始まった。ビニールのひもを仮止めした木片
に釘をうったところに張るという作業だ、った。次に一番苦労した根切りでこれでもかという ぐ
らい気の遠くなる作業だった。地面をスコップでひたすら掘り続けるというものだ。次に、 地
わりぐり
業という作業で先に焼いた柱を掘った穴に突いて底を固めるというものだ、った。そして割栗
地業をして柱を建てた。そこからはよ く覚えていないので少々省略していく。その柱に梁を取
り付けていった。どで、かいハンマーでたたく作業は面白かった。休憩した後はみんな無言でが
んばっていたのが強く印象に残っている。 日が沈む頃にはだいたい骨組みができていた。逃げ
出したく なるぐらい疲れていたので銭湯は気持ちよかった。 宿舎に戻り市役所の人が差し入れ
してくれた刺身に舌鼓を打ちながら、舞鶴の歴史をスライドを見ながら語ってもらった。（中略）
次の朝、起きるのがとても辛かったが先生は朝からハイテンションで、わざとではないと思
うのだが窓を聞けたり、閉めたりして“パンパン”という音をたてていた。そして現場に行
き、昨日の続きが始まった。上に登ってトタンを取り付ける作業だった。墨査をそのときに初
かすがい （ママ）
めて使った。みんな一生懸命に釘を打っていた。そして鑓を打つ作業も始まった、これはな
かなか難しいものであった。そうこつするっちに、女の子2人も混じってがんばっていた。そ
して最後は戸を取り付けて完成した。めちゃくちゃうれしかった。自分たちの手作りのボ トー
小屋だ。この短い3泊4日の合宿で学んだことは多すぎる。今後に活かそうと思う。
［国元太郎］
（前略）舞鶴の見慣れた景色が見えてきて…と思っていたら、 舞鶴についたら真っ暗。舞鶴
高専の近く と聞いていたので、大体の場所は想像はつくのだけど、宿舎がある公園の駐車場は
あまりにも暗かった。しかし宿舎全体はとてもきれいで、とてもよかった。宿舎にはいると、
少しの間説明があった。（中略）実は僕は学科が経営情報ということもあって、ゼミのメンバー
のほとんどの人の顔も名前も知らなかった。が、この日の夜、初めての顔ぶれと初めての場
所。異常に興奮して、とても楽しかった。
2日目、朝、見慣れない人がいた。先生の友達で野口さんという人だった。 その野口さんも
加わり、いよいよ作業が始まった。作業内容や手順はここに来るまでに授業で何回か講義があ
ったので、頭では分かっていたが、実際に先生の大声の下で作業を進めて行くのがなぜかとて
も楽しかった。杭を打ち、ロープを掛け、縄張り をはっていく。ただこれだけの作業がとても
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楽しかった。一通り縄張りができた時、全体を見てみると凄く本格的に見えてとても気分がよ
かった。ロープが交差している所に穴を掘り、杭を打つ。とても原始的な堀っ建て小屋の作り
方らしい。しかし、木が腐らないように火で突ったり、わりぐり石をいれたりなど、いろんな
工夫が凝らされていた。 作業は結構順調だ、ったが、穴を掘るのは結構手間取った。掘っていく
途中に大きな石とかがあって、なかなか掘り進められなかった。やがて柱が立ち、それなりに
小屋らしくなってきた。途中新聞社（図－ 4参照）の人達が来て、 取材 やーら何やら していっ
て、がぜんやる気がでてきた。そう して2日目がすぎた。
3日目はもうかなり小屋の形をしている所から始めた。作業の前に朝ーで新聞を買ってき
て、「ここまで来たら今日中に仕上げるしかないだろ」みたいな気持ちになった。作業は結構き
っかったが、やればやるだけ形になっていくのが凄く壮快だった。夕方には小屋はで、きていた。
4日目は、天気があまりよくなかった。朝小屋にいき、鍵を付けて記念撮影。舞鶴市内を回
った。舞鶴の歴史と文化に少しだけ触れた。僕は小さい頃から舞鶴によく来ていて、舞鶴のこ
とは結構知っているつもりだったが、知らないことや勉強になったことが山ほどあった。 小さ
い頃からレンガの建物があるなと思っていたけど、 改めて見てみると、 レンガの建物が凄い意
味を持って建っていた。舞鶴の町並みの歴史も少しだけど知ったO 小屋の建て方も知った。だ
けど一番得たことは、ゼミのメ ンパーとの付き合いだった。
［荒俣明美］
いちごのむ や いっき
（前略）「毒ハウス」 の名前の由来、それは番地の 「15 6 8番地 1Jから付けたもので
す。ボート小屋と毒、全く関連性はありません。材料の調達や材木の刻みは前もって水野先生
に準備していただき、社寺建築専門である野口さんにも協力を得ました。間口2.7m、長さ7.2
mの木造平屋建。海の匂いがする舞鶴湾沿岸での作業でした。まず、腐敗を防ぐために柱の下
の部分を焼き、地盤面に穴を掘る位置を決め、穴を掘り、柱を建て、ドアを作り、軒桁、小屋
ぬき
梁、貫、 筋かい…。口で説明するのは簡単ですが、実際に作業するとなると、とても大変で
した。鋸、金槌、墨つぼなど日ごろあまり使わない道具を使い、慣れない手つきでやるという
ことは自分が思っている以上にかなり時間もかかり、精神的 ・肉体的にも困惜しました。私は
記録をしていたので、直接作業に加わったのはほんの数箇所でした。鋸で木を切るのに時間が
かかったり、釘を一本打つのに真っ直ぐに入らず、必ずどこかで、曲がってしまい思うよ うにい
かず、苛々していたのを思い出します。それで、も何とか作業を し、 大部分が出来上がり、あと
はトタンをはり、 毒ハウスの象徴でもある葺の看板をつけて完成。完成した時、喜ぶ反面少し
博然としました。なぜ、なら、ボート小屋の建設の話を最初に聞いたとき、自分の勝手な想像で
立派とまでは言わないがそれなりに見栄えの良いボー ト小屋を思い浮かべてしまい、 期待が大
きすぎてしまったようです。 特に、トタンをはる前とはる後の見え方の違いです。トタンをは
る前のほうが見栄えする というか、格好が良かった気がします。しかし、水野先生と野口さ
ん、そしてど素人の学生9人の計11人で2日間かけて仕上げた作業にしては上出来 ！上出来 ！
（中略）この主たる目的は、 実際の建設行為と現地踏地により木造建築の基本と伝統を知る
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というものですが、そのほかにも、 地域の人の反応が予想以上にありました。5月4日 （日）
の朝刊に私たちの記事（図－ 5参照）が掲載されており、それを見た市民の方が見に来て、「新
聞にのっとったのはこれか。jという具合に地域の人たちとのふれあいもわずかながらにあっ
たことが嬉しかったです。最後になりましたが、地面に穴を掘ってボ トー小屋を作ったことは
なかなか経験のできないことだと思います。大学時代に素晴らしい経験ができ、とても嬉しい
です。これも地域の方々のご協力があればこそだと思います。ありがとう ございました。
［小林 梨花］
私は舞鶴という地名を聞いたことがなかった。 いや、もしかしたら耳にしたことはあったの
かもしれないが、とりわけ気にも しない言葉だった。いよいよ出発。期待に胸をふくらませな
がら、先生の車に乗り込んだ。（中略） 私は、車ではしゃぎすぎたせいかその日はぐっすりと眠
ってしまった。
翌朝先生に先導され、 現場までやってきた。現場に着いたとたん、私は周りの景色に吸い込
まれた。なんて締麗なところなんだ ！映画のワンシーンにでてく るような所だ ！と思った。
（中略）私に与えられた使命は、みんなの頑張っている姿や、仕事の行程を記録するという写
真係だった。「ちょっとそこのそれとって ！」様々な言葉が飛び交う。（中略）も うそろそろ片付け
ようとした時、天候があやしいことに気づいた。何とかもってくれ！ の祈りが通じたのかそれほ
どひどくはならなかった。予定以上に仕事ははかとεっていた。夜はみんなでいろんなことを語った。
2日目、まだ眠い目をこすりながらの起床。友達と二人で散歩に出掛ける。なんですがすが
しい朝だ！こんなに早起きしたのは、小学校のラジオ体操以来だろうか。2日目になると、み
んなの目の色が昨日と違う ことを私は感じ取っていた。みんなの気持ちがlつになる。私はみ
んなの姿を l枚l枚写真に収める度に、感動で胸がいっぱいになっていった。 昨日の夕方と違
い日差しがきっかった。しかし、作業は順調すぎるほど順調で、、残すところ明日の仕上げた、け
となっていた。
最終日、起こされる前に起きた自分に驚いた。先生の車に乗って、現場まで行くのもこれで
最後かと思うと複雑な気持ちだった。 トタ ンに釘を打つ。なかなか上手くいかない。辺りは、
ドンドンという音が響きわたった。どのくらいの時間がたっただろうか。いつの聞にか小屋は
完成していた。みんなで記念撮影を撮る。道路を挟み遠くから見ると胸からこみあげてくるも
のがあった。みんなの顔も自然とほころぶ。いよいよ去るときがきた。自然と口数も減ってい
く。車に乗り込む。私は何度も後ろを振り返った。
こうしてこの3泊4日を振り返ってみると、様々なことが浮かんで、くる。今になって言える
ことは、この3泊4日が私にとってすばらしく貴重で、あったということ。 他の何物にも代える
ことのできない宝物になったということ。私はきっといつまでも忘れないだろう。社会に出て
いろんな困難にぶつかった時、私は、舞鶴でのことをきっ と思い出すだろう。そして、改めて
勇気づけられるだろう。私はそういう体験を舞鶴でしてきたのだ。私は人がなかなか体験する
ことのできないことを体験することができとても嬉しく思う。私はみんなに感謝している。す
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ばらしい思い出をありがとうと…。
［寺田晴彦］
（前略）建築文化論担当の水野先生のゼミで初めて行く合宿ということもあり、 どうなる事
かと期待をしていたのですが、案の定それを越えるような大きな収穫が私にあり、 ひとまわり
大きくなって金沢に帰ってくる事ができました。ボート小屋を自分達の子で建設するという こ
とを開いたとき、本当に建てる事ができるのか実際のところ不安でしょうがなかったのです
が、水野先生や先生の友人や知り合いの方々などのご指導のおかげで何とか形になることがで
きました。実際に測量から整地、柱を立てる土台づくりのための穴掘り、金槌や釘や鋸を駆使
して屋根に登ってトタンをはったり、なかなかはま らない継ぎ手を細かく削って合わせたり、
または逆に力まかせにねじ込んだりと本物の大工仕事と同じような力仕事を通して、木造建築
の基本と建築行為を机の上ではなく、現場で学ぶという非常に貴重な体験をすることができま
した。大学で本を聞くという事も大切なことではあるのですが、みんなと同じ汗をかき、みん
なと同じ飯を食べ、一つのことを最後までやり通すといつことが、どれだけ大切かという こと
カすよくわかりま した。
今回、私達は大勢の人たちにお世話になり ました。水野先生の知り合いの方達や、とくに舞
鶴市役所の職員のみなさんには本当にいろいろな面で良くしてもらい、 ましてや休日なのに一
緒に手伝ってもらったり、 宿泊施設などに差し入れなどもしていただき舞鶴市の人たちのあた
たかさにも触れる事ができて本当にイイ経験にな りました。これも舞鶴市が学生達に広く門
戸を聞いてくれたおかげであり、ここで私達が体験したことは物を作るという事だけではな
く、それに関わるすべての物や人たちがすこ しずつ関わり合っているということを肌で感じる
ことができました。ここで感じ学んだことは一生忘れず自分のなかに残っていくと思います。
（中略） 明治大正時代に建てられた大小さまざまな赤煉瓦の建物でまち全体をコーデイネー
トし、それをまちのシンボルにするというのはすごい事だと思います。舞鶴と言えば引き揚げ
の街 ・岸壁の母など、戦争という暗く悲しいイメージがついてまわっていたのですが、それを
赤煉瓦というオシャレでロマンチックでどこかノスタルジックな感じのする もので一蹴してし
まうのだから本当にすごいと思います。このように今まで眠っていた物を呼び覚まして街づく
りに利用してしまうのですから。私達がお世話になった舞鶴という街がこれから全国に煉瓦の
街として知られていったら、どんなに素晴ら しいことだろうかと思います。
［前川 朋洋］
これは1997年5月2日から5日にかけて我々金沢学院水野ゼ、ミ計11名における京都府舞鶴市
堂ヶ角1568番地lに船小屋『葺ハウス』 建設という、最も苛酷でロマンあふれるウソのような
ホントの話である。まず我々は5月2日の昼下がり、大学の研究室に集結した。そこで野口英
一朗氏は現地合流ということを確認した。そして各々車に乗り込み現地に向けて出発した。ど
れく らいたったであろうか、車内があく びと沈黙につつまれだしたころ夕食を取るという指令
がきた。（中略）夕食を済ませ、また車にゆられ現地を目指した。家々 もまばらになって来たこ
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ろ、ようやく宿泊するグリーンスポーツセンターに到着した。そこには市役所の方が迎えてく
れていた。ログハウスに入り部屋に荷物を置いて軽く話をして寝た。
朝、私は早く起きて皆を起こして迷惑がられた。いきなり広間に知らない人が寝ていた、紛
れもなくミスター野口だ。朝飯を食って船小屋を建てる場所へ出発した。現地に着くとそこは
全くのサラ地だった、それよりもすぐそこに海があるのが感動した。まず柱の根元の角を落
とし腐らないように焼いた。縄張り をして、穴を掘り柱を建てた。それだけで昼までかかっ
た。私は本当に滞在期間中に小屋が建つのだろうかと不安になったがあまり深く考えなかっ
た。梁を架けて束、母屋、垂木で屋根まで完成して 1日目終了。夕方になっていた。ログハ
ウスに戻って飯を食いながら、市役所の人の話を聞いた。刺身を持ってきてくれた。いい人だ。
（中略） 3日目は、外部を仕上げて聞き戸や屋根に登ってトタンをはったりした。そしてい
よいよ完成した、感動である。あのサラ地がウソのようである。我々は、すっかり、しっか
り男前になっていた。とても内容の濃い4日間を過ごしたと思う。何年後かに「毒ハウス」を
見に行きたいと思う。
［浅野辰起］
ゴールデンウィークの時、水野研究室の9名の学生でボー トハウス建設に参加しました。5
月2日、大学を出発して舞鶴市の山奥に着いたのは、午後の11時頃です。宿泊所は丸太小屋で
良い雰囲気で気に入ったのですが、内心ボート小屋が完成するのか不安に思っていました。
5月3日の朝起きると怪しげな人が寝ています。社寺建築の専門家、 野口さんでした。 パッ
と見たところ何でもない普通の人に見えて、本当に凄いのか信じられませんでした。朝飯を食
べて、小屋を建てる現場へ向かいました。作業はまず柱の地中に埋まる部分が腐敗しないよう
に焼いて焦がし、柱を埋める位置を計測して穴を掘ります。そしてそこに柱をたて、柱の上に
梁を架けました。なるべくたくさんのことをやりたいと思い、うろうろしていたところ、雨が
降ってきて作業は中断しました。（中略）
5月4日、その日のボート小屋作りは母屋と垂木を架けて、トタン屋根をはる作業を主にや
りました。扉を取り付ける仕事や、トタンを壁に打ち付ける仕事もあったけど、上にいたほう
が楽しかったので屋根の作業を していました。トタンを順調に打ち付けているかと思っている
と、 屋根の隅の部分の垂木が5cm程度はみ出ていたのです。はみ出ていたら雨に濡れて腐る
のは考えれば解る事です。その後はもちろん先生の 「垂木を切っておけjという命を、しかと
実行しておきました。そんなこともあって何とかボート小屋は完成しま した。（中略）
僕はこのオープンカレッジに参加して大変良かったと思っています。教室で椅子に座って教
科書を見て頭で覚えるよりも、直接木に触れて、自分で、作って体で覚えるほうが何倍も勉強に
なると思います。自分はよいものを得ることが出来ま した。舞鶴のことを少し知ることが出来
たし、好きになりました。大学時代のよい思い出も出来ました。水野先生の研究室に入れても
らいうれしく思います。こんな自分を参加させていただいてありがとうございました。
［寺西良祐］
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僕が、この合宿に参加した理由は2つある。まずlつは、ただ単に面白そうだ、ったからであ
る。さらにゼミの仲間のことをいろいろ知りたいという欲求もあった。 2つ目の理由は、この
ゼミのイベン トは出来るだけ積極的に参加 ・協力しようと決めていたからだ。（中略）
この合宿は5月2日・ 3日.4日.5日の3泊4日に京都府舞鶴市に掘っ建て式のボート小
屋を建てることが目的であり、それを通じて仲間と知り合い協力することだ、った。合宿当日、
学校に集合し、決められた車に分乗して舞鶴を目指した。宿泊場のログハウスに到着した頃に
はすでに真夜中で、さらに周りは電灯もなく 自分が今どこにいるのか分からない不思議な感覚
だ、った。さらに野口さんという、強烈な個性を持った先生の学生時代の後輩が幾多の難関を乗
り越えて宿にたどり着き、僕らの心強い協力者として合流した。翌日から、疲れるが充実した
時聞が始まった。 その日は朝から日差しが強く現場の苦しさが分かる気がした。 ボート小屋造
りが進められ、整地・測量 ・掘削が行われた。柱を建てるための穴には大小の石が作業を邪魔
し、かなり苦労した。さらに柱を建ててみると見事に高さがパラパラでその調整にまた手間取
った。 柱の地中に埋まる部分を火であぶり、焦げ目をつけて木の腐敗を防ぐ工夫はとても感心
した。何とか柱の高さを合わせ水平をとり、母屋をつけて、垂木を渡したところで雨が降り始
め作業1日目は無事に終了した。（中略）
5月4目、だるい体を引きず、って作業を始め、戸を作り、屋根を張り、 壁を張り、市役所や
地元の関係者の手を借りて完成した。これらの作業で使用した工具や材料は多数に上り、それ
らlつlつが建築にとって欠かすことのできない意味があることを知らされたO しかし、 多く
の問題もあり、壁を張るために打ち付けた釘が、 室内にまで突き抜けていたり、骨組みの時と
は違って完成した小屋の外見はとても安っぽく貧相に見えた。もし再度このよう な建築物を造
る機会があったら、この体験を教訓にしていけるだろう し、建築の基本的なシステムも理解で
きたと思う。この頃には、ゼミの仲間とも気軽に話もでき、共に達成感を味わうことができ
た。 京都の新聞社はこの活動を記事にして掲載してくれた。最終日、宿のある圏内の陶芸教室
に参加し、またもや野口さんの芸術センスに驚かされた。この後、城や港など京都の観光地を
いくつか巡り、金沢への帰路についた。
これらの体験は自分の大学生活の中でも、特別な思い出となり、これからのゼミ活動や社会
に出てからの活動に積極性を促すと思う。
［市川 仁一］
1997年5月2日～5日の連休を利用して、舞鶴湾沿岸にボート小屋を建て、西舞鶴地区の古
い住宅を視察して、木造建築の基本と伝統を知るという目的で、僕たち水野ゼミの学生は参加
しました。穴掘りや骨組みまで全て手作業で行つといつことだったのですが、ゼミでの活動も
始まってまだ1ヶ月程しかたたないメンバーで予定どおり に作業が進むのか不安でした。その
上、堅く傾斜のある地面であったため、柱を埋めるための穴を一つ掘るにも、埋まっていた大
きな石などが邪魔をして予定以上に穴を掘り広げなく てはならな くなったり、柱のほぞ穴を水
平にそろえることが想像以上に難しく、簡単に思えた作業もうまく進まなくなりました。
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しかし、そんな状況の中、時間がたつにしたがって学生の聞にも会話が増え、お互いにアイ
デアを出し合い協力し作業を進めることができるようになる頃には、真っ赤に顔や腕が日に焼
けて疲れていたにも関わらず、 一つ一つの作業がとても楽しく打ち込めました。骨組み作業で
は、軒桁の継ぎ手がうまくあわない等のアクシデン トもありましたが、（中略）社寺建築の野口
英一朗さんや、舞鶴市役所の方々のご協力もあり順調に作業を進めることができ、ボー ト小屋
（通称、 いちご、ハウス）を無事完成させることができましたO 4日目の5月5日には粘土を使
って焼き物を造り子供の頃を思い出したり、舞鶴市内を散策して、 舞鶴の歴史についても知る
ことができました。
3泊4日の問、ゼミの仲間と寝食を共にして建築に関して素人だった僕たちが、小さく て見
た目も決して良いとはいえないけれども、ボート小屋を建てるという目的を皆で協力し完成さ
せたことによって、普段の学生生活では得ることのできない仲間意識と自信、そして、 水野ゼ
ミに所属している自分にちょっとした誇りを手に入れることができたと思います。また、この
イベン トに参加したことによって、今までほとんど関わりのなかった舞鶴という土地が、自分
にとって大切な思い出の場所となり、身近なものに感じるようになりました。
むすび
本稿の冒頭で、技術専門の理系ではなく、文科系である経営情報学部の学生諸氏の手で、満
足できる完成度に達した木造建築物を竣工することが可能なのかを確認したいと述べた。また
将来、企業の経営陣に加わる有為の青年たちに、ものづくりの現場を通して達成感を味わって
もらいたいと も記した。この2点の命題に関しては、どちらも及第点を与えられたと考えてい
る。それ以上に今回得ることができた数々の収穫は、有形・ 無形を合わせて広範な分野に亙る
ものと理解される。同時に上記のような体験学習は今日の生涯学習社会にあって、ささやかな
実践例でもある。今後も、よ り一層充実することが期待される生涯学習の展開は、 従来のよう
な主として高齢者や専業主婦向けの楽しみとしての生涯学習だけでなく 、より積極的に青少年
のための、 さまざまな体験カ リキュラムが強く望まれる。そのよう な現状の課題を鑑みると、
本稿で報告したような試みは少なからぬ示唆を含むものと考えられる。
末尾になってしまったが、この度 「学生たちによる木造建築物jを試作するのに際して適切
なる御指導や御協力をいただいた方々に謝意を表したい。魚津社寺工務店の野口英一朗氏、 舞
鶴市役所の石原雅章氏、赤煉瓦倶楽部 ・舞鶴の馬場英男氏と矢谷明也氏、建築現場隣地の伊藤
豊男氏、 舞鶴市立赤れんが博物館関係者各位、その他にも舞鶴市ならびに京都府の皆様に多大
なる御力添えを賜った。この紙面を借りて心より感謝申し上げるしだいである。
注1）「第5章 柱を建てる建築と壁を積む建築」 拙稿、『日本煉瓦史の研究』水野信太郎、法
政大学出版局、1999年3月31日、pp.235-242。「江別市内に現存する組積造建築物の調査
研究j拙稿、『北海道浅井学園大学生涯学習システム学部研究紀要創刊号』 同研究紀要編
集委員会、同大学、平成13年3月26日、pp.41-56 (2001年1月22日）
